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祖
父
母
参
観
デ
ー
と
高
瀬
忠
三
・
悦
子
先
生 

 

敬
老
会
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
高
瀬
悦
子
様
（
９８
歳
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
部
小
第
１６
代(

昭
和
４６
年
４
月
～
４８
年
３
月
）
校
長
高
瀬
忠
三
先
生
の
奥
様
で

す
。
高
瀬
忠
三
先
生
は
、
社
会
科
の
教
師
で
し
た
が
、
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
も
あ
り
、

小
中
学
校
の
音
楽
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
中
部
小
学
校
１００
周
年
の
お
祝
い
の
会
で
は
、
記

念
の
歌
を
作
詞
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
高
瀬
先
生
は
、
平
成
１０
年
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

奥
様
は
八
歳
で
筝
曲(

琴)

を
習
い
始
め
ら
れ
、「
筝
曲
の
楽
聖
」
と
も
言
わ
れ
た
宮
城

道
夫
先
生
（
『
春
の
海
』
の
作
曲
者
）
の
元
で
修
行
を
し
、
「
日
本
の
伝
統
音
楽
で
あ
る

筝
曲
が
、
片
隅
の
音
楽
に
な
ら
ぬ
よ
う
正
し
く
美
し
く
後
世
に
伝
え
て
欲
し
い
」
と
い

う
意
思
を
継
ぎ
、
今
ま
で
筝
曲
を
正
し
く
、
美
し
く
伝
え
つ
づ
け
て
み
え
ま
し
た
。
今

は
娘
の
紀
子
様
が
そ
の
技
を
継
承
し
て
み
え
ま
す
。
高
齢
を
迎
え
ら
れ
た
現
在
も
演
奏

会
に
出
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

宮
城
道
夫
先
生
の
供
養
塔
が
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
近
く
の
公
園
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

横
に
忠
三
先
生
が
五
線
譜
に
書
い
た
「
春
の
海
」
の
楽
譜
、
左
側
に
は
長
男
一
義
氏
が

勉
強
し
て
写
し
た
点
字
の
楽
譜
が
彫
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。（
※
昭
和
３１
年
６
月
、
宮
城

道
夫
は
、
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
付
近
で
寝
台
急
行
「
銀
河
」
か
ら
転
落
し
、
亡
く
な
っ
た
。） 

 

敬
老
会
で
は
「
さ
く
ら
変
奏
曲
」
の
心
に
響
く
琴
の
音
色
に
感
動
し
ま
し
た
。 

稲
刈
り
体
験 

 

９
月
１１
日
（
木
）、
今
年
も
２
年
生
と
５
年
生
が
、
下
合
歓

木
町
の
二
村
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
稲
刈
り
の
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
植
え
を
し
て
か
ら
、
稲
の
成
長
を

観
察
し
て
き
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
で

脱
穀
し
て
、
乾
燥
、
も
み
す
り
、
精
米
、
色
彩
選
別
機
に
か

け
ら
れ
て
、
お
米
に
な
る
ま
で
手
間
が
か
か
り
ま
す
。 

 

二
村
さ
ん
に
は
、
中
部
小
の
子
た
ち
の
た
め
に
１７
年
間
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
変 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

       

９
月
１１
日
（
木
） 

 

地
方
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   
 

 

楽聖宮城道夫供養塔 

高瀬忠三先生が書いた五線譜「春の海」 


